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消 防 庁 

「土砂災害における効果的な救助手法に関する 

高度化検討会」の開催 
 

 

 

 

 

１ 背景・目的 

平成２５年伊豆大島及び平成２６年広島市の土砂災害、平成３０年に発生した大分県中 

津市及び広島県安芸郡における土砂災害など、近年全国各地で多くの土砂災害が頻発し、

多くの命が失われている。 

土砂災害現場では、膨大な土砂や瓦礫により捜索場所を特定できないことにより、救助 

活動には長時間を要する。要救助者の発見・救出は、基本的に人力掘削によるが、人力の

みではその作業効率に限界がある。また、要救助者の早期発見、早期救出のため活動要領

を体系的に整理する必要がある。 

土砂災害時の救助活動については、平成２６年度の救助技術の高度化検討会において、土 

砂災害における安全管理及び関係機関との連携等、土砂災害時の活動を体系的に取りまと

めたところであるが、その後の災害対応から出た課題等を踏まえ、より迅速かつ効率的な人

命救助のための捜索箇所の早期特定、効率的な土砂排除、資機材の有効活用、効果的な救助

手法にテーマを絞り、具体的かつ実践的な救助手法について検討するものである。 

 

２ 検討事項（予定） 

（１）捜索場所の早期特定 

（２）効率的な土砂排除 

（３）資機材の有効活用 

（４）効果的な救助手法 

 

３ スケジュール 

第１回検討会を令和元年９月３日（火）に開催する予定です。 

 

４ 委員 

別紙のとおり      

     

＜連絡先＞ 

消防庁国民保護・防災部参事官付 

担当：乾補佐、福島係長、胡事務官 

電話03－5253－7507(直通)、FAX 03－5253－7576 

土砂災害における救助活動の充実を図ることを目的として、「土砂災害における効果的

な救助手法に関する高度化検討会」を開催し、土砂災害における救助活動を安全かつ迅速

に実施するための活動要領等について検討を行っていくこととしましたのでお知らせしま

す。 

 



 

 

土砂災害における効果的な救助手法に関する 
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（敬称略・五十音順） 
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・石塚 忠範  国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部保全課 

砂防施設評価分析官 

・海堀 正博  広島大学大学院 総合科学研究科教授 

・後藤 聡   山梨大学大学院 総合研究部准教授 

・小林 恭一  東京理科大学 総合研究院教授 

・玉手 聡   独立行政法人 労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 
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